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中期経営計画の策定およびＳＤＧｓの取り組みに関するお知らせ 

 

 当社は、2022年９月期を初年度とする３カ年の中期経営計画「 FuSodentsu Vision 2024（FSV2024）」

を策定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 中期経営計画策定の背景および目的 

当社は、2018 年３月に創業 70 周年を迎え、次の 80 周年、さらには 100 年企業を目指して中期経営計画

FuSodentsu Vision 2021 を策定し推進してまいりました。その結果、最終年度である 2021 年９月期に

は、売上高 433 億円、営業利益 15 億円、営業利益率 3.5％と数値目標を大幅に上回ることができ、さらな

る持続的成長を目指して、第２期中期経営計画 FuSodentsu Vision 2024 を策定いたしました。「80 周年
さらには 100 周年に向けた Innovation Challenge」をスローガンに掲げ、当社の得意分野を強化するととも

に、新分野・新領域で新たなビジネスを創出し変革を起こすことで、社会的、経済的な価値を生み出し、

企業価値の向上と持続的な成長に取り組んでまいります。 

また、当社の企業理念「誠心誠意 お客様のお役に立つ愛される企業」のもと社内外のステークホルダ

ーに対してＳＤＧｓに関連する様々な取り組み・施策の方向性を示す取組方針を策定いたしましたので併せ

てお知らせいたします。 

なお、本計画およびＳＤＧｓの取り組みの詳細については、本日公表の「決算補足説明資料」をご参照ください。 

 

２． 中期経営計画 FuSodentsu Vision 2024（FSV2024） 

～ 80 周年さらには 100 周年に向けた innovation challenge ～ 
【基本方針】 

（１） 主力ビジネスの拡大 

 業務ノウハウを活かしたビジネスの拡大（自治体ビジネス、防災・減災ビジネス、ヘルスケアビジネス） 

 新たなネットワークビジネスの推進 

 自社技術力を活かしたパッケージビジネスの強化 

 セキュリティビジネスの推進 

（２） サービスビジネスの強化 

 売上の平準化と安定的な収益の確保 

 新たなサービスモデルの創出 

（３） 新分野・新領域への挑戦 

 クラウドやＩｏＴを活用したＤＸビジネスの事業化 

 ビジネスアライアンスやＭ＆Ａを活用した事業領域の拡大 

（４） 経営基盤の強化～人を活かす経営の推進～ 

 新人財育成制度による技術力の向上とＤＸ人財の育成 

 ダイバーシティの推進と働き方改革の強化 

 健康経営の推進 

 ガバナンスの充実 
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【数値目標】 

 第２期中期経営計画の最終年度 （2024年９月期） における数値目標 

売上高 ４２，０００百万円 

営業利益 ８４０百万円 

営業利益率 ２．０％ 

 

   

※本資料で記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、

潜在的なリスクや不確実な要因などの様々な要素により、これらの業績予想とは大きく異なる可能性がありますことをご承知おきくだ

さい。 

 

以 上 


